
伊勢崎市非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

 

伊勢崎市条例第１号 

   伊勢崎市非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正す

る条例 

伊勢崎市非常勤の職員の報酬及び費用弁償に関する条例（平成１７年伊勢崎

市条例第４１号）の一部を次のように改正する。 

別表第１選挙長の項中「１０，７００円」を「１０，８００円」に改め、同

表投票管理者の項中「勤務１回の額」を「日額」に、「１２，７００円」を

「１２，８００円」に改め、同表開票管理者の項中「１０，７００円」を「１

０，８００円」に改め、同表投票立会人の項中「勤務１回の額」を「日額」に、

「１０，８００円」を「１０，９００円」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

 

伊勢崎市条例第２号 

   伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例 



（伊勢崎市市税条例の一部改正） 

第１条 伊勢崎市市税条例（平成１７年伊勢崎市条例第７５号）の一部を次の

ように改正する。 

附則第６条中「平成３４年度」を「令和４年度」に改める。 

附則第７条の３の２第１項中「平成４５年度」を「令和１５年度」に、

「平成３３年」を「令和３年」に改める。 

附則第８条第１項中「平成３３年度」を「令和３年度」に改める。 

附則第１１条の見出し、第１１条の２（見出しを含む。）、第１２条の前の

見出し並びに同条及び第１２条の２並びに第１３条（見出しを含む。）中

「平成３２年度」を「令和２年度」に改める。 

附則第１５条第１項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改め、同条第

２項中「平成３３年３月３１日」を「令和３年３月３１日」に改める。 

附則第１７条の２中「平成３２年度」を「令和２年度」に改める。 

附則第２２条第２項中「平成３３年度」を「令和３年度」に改める。 

附則第２３条中「平成３５年度」を「令和５年度」に改める。 

第２条 伊勢崎市市税条例の一部を次のように改正する。 

第３６条の２中第８項を第９項とし、第７項を第８項とし、第６項を第７

項とし、第５項の次に次の１項を加える。 

６ 第１項又は前項の場合において、前年において支払を受けた給与で所得

税法第１９０条の規定の適用を受けたものを有する者で市内に住所を有す

るものが、第１項の申告書を提出するときは、法第３１７条の２第１項各

号に掲げる事項のうち施行規則で定めるものについては、施行規則で定め

る記載によることができる。 

第３６条の３の２の見出し中「扶養親族申告書」を「扶養親族等申告書」

に改め、同条第１項中「同項の」を「同項に規定する」に改め、第３号を第

４号とし、第２号の次に次の１号を加える。 

⑶ 当該給与所得者が単身児童扶養者に該当する場合には、その旨 

第３６条の３の３の見出し中「扶養親族申告書」を「扶養親族等申告書」

に改め、同条第１項中「第２０３条の５第１項」を「第２０３条の６第１項」

に改め、「ならない者」の次に「又は法の施行地において同項に規定する公



的年金等（所得税法第２０３条の７の規定の適用を受けるものを除く。以下

この項において「公的年金等」という。）の支払を受ける者であって、扶養

親族（控除対象扶養親族を除く。）を有する者若しくは単身児童扶養者であ

る者」を加え、「同項の」を「所得税法第２０３条の６第１項に規定する」

に、「同項に規定する公的年金等」を「公的年金等」に改め、第３号を第４

号とし、第２号の次に次の１号を加える。 

⑶ 当該公的年金等受給者が単身児童扶養者に該当する場合には、その

旨 

第３６条の３の３第２項中「第２０３条の５第２項」を「第２０３条の６

第２項」に改め、同条第４項中「第２０３条の５第５項」を「第２０３条の

６第６項」に改める。 

第３６条の４第１項中「によって」を「により」に、「同条第７項」を

「同条第８項」に、「第８項」を「第９項」に、「においては」を「には」に

改める。 

第８３条第２項中「５月１１日」を「５月１日」に改める。 

附則第１５条の２に次の３項を加える。 

２ 知事は、当分の間、前項の規定により行う軽自動車税の環境性能割の賦

課徴収に関し、３輪以上の軽自動車が法第４４６条第１項（同条第２項に

おいて準用する場合を含む。）又は法第４５１条第１項若しくは第２項

（これらの規定を同条第４項において準用する場合を含む。）の適用を受

ける３輪以上の軽自動車に該当するかどうかの判断をするときは、国土交

通大臣の認定等（法附則第２９条の９第３項に規定する国土交通大臣の認

定等をいう。次項において同じ。）に基づき当該判断をするものとする。 

３ 知事は、当分の間、第１項の規定により賦課徴収を行う軽自動車税の環

境性能割につき、その納付すべき額について不足額があることを附則第１

５条の４の規定により読み替えられた第８１条の６第１項の納期限（納期

限の延長があったときは、その延長された納期限）後において知った場合

において、当該事実が生じた原因が、国土交通大臣の認定等の申請をした

者が偽りその他不正の手段（当該申請をした者に当該申請に必要な情報を

直接又は間接に提供した者の偽りその他不正の手段を含む。）により国土



交通大臣の認定等を受けたことを事由として国土交通大臣が当該国土交通

大臣の認定等を取り消したことによるものであるときは、当該申請をした

者又はその一般承継人を当該不足額に係る３輪以上の軽自動車について法

附則第２９条の１１の規定によりその例によることとされた法第１６１条

第１項に規定する申告書を提出すべき当該３輪以上の軽自動車の取得者と

みなして、軽自動車税の環境性能割に関する規定を適用する。 

４ 前項の規定の適用がある場合における納付すべき軽自動車税の環境性能

割の額は、同項の不足額に、これに１００分の１０の割合を乗じて計算し

た金額を加算した金額とする。 

附則第１５条の２を附則第１５条の２の３とし、附則第１５条の次に次の

２条を加える。 

    （軽自動車税の環境性能割の非課税） 

第１５条の２ 法第４５１条第１項第１号（同条第４項において準用する場

合を含む。）に掲げる３輪以上の軽自動車（自家用のものに限る。以下こ

の条において同じ。）に対しては、当該３輪以上の軽自動車の取得が令和

元年１０月１日から令和２年９月３０日までの間（附則第１５条の６第３

項において「特定期間」という。）に行われたときに限り、第８０条第１

項の規定にかかわらず、軽自動車税の環境性能割を課さない。 

（日本赤十字社の所有する３輪以上の軽自動車に対する軽自動車税の環

境性能割の非課税の範囲の特例） 

第１５条の２の２ 市長は、当分の間、第８１条の２の規定にかかわらず、

日本赤十字社が所有する３輪以上の軽自動車のうち、直接その本来の事業

の用に供するもので、県が自動車税の環境性能割を課さない自動車に相当

するものとして市長が定めるものに対しては、軽自動車税の環境性能割を

課さない。 

附則第１５条の６に次の１項を加える。 

３ 自家用の３輪以上の軽自動車であって乗用のものに対する第８１条の４

（第２号に係る部分に限る。）及び前項の規定の適用については、当該軽

自動車の取得が特定期間に行われたときに限り、これらの規定中「１００

分の２」とあるのは、「１００分の１」とする。 



附則第１６条中「附則第３０条」を「附則第３０条第１項」に改め、「指

定」の次に「（次項から第４項までにおいて「初回車両番号指定」という。）」

を加え、同条に次の３項を加える。 

２ 法附則第３０条第２項第１号及び第２号に掲げる３輪以上の軽自動車に

対する第８２条の規定の適用については、当該軽自動車が平成３１年４月

１日から令和２年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合に

は令和２年度分の軽自動車税の種別割に限り、当該軽自動車が令和２年４

月１日から令和３年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合

には令和３年度分の軽自動車税の種別割に限り、次の表の左欄に掲げる同

条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲げる字句

とする。   

第２号ア（イ） ３，９００円 １，０００円

第２号ア（ウ）ａ 

６，９００円 １，８００円

１０，８００円 ２，７００円

第２号ア（ウ）ｂ 

３，８００円 １，０００円

５，０００円 １，３００円

 ３ 法附則第３０条第３項第１号及び第２号に掲げる法第４４６条第１項第

３号に規定するガソリン軽自動車（以下この項及び次項において「ガソ

リン軽自動車」という。）のうち３輪以上のものに対する第８２条の規定

の適用については、当該ガソリン軽自動車が平成３１年４月１日から令

和２年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場合には令和２

年度分の軽自動車税の種別割に限り、当該ガソリン軽自動車が令和２年

４月１日から令和３年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた

場合には令和３年度分の軽自動車税の種別割に限り、次の表の左欄に掲

げる同条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同表の右欄に掲

げる字句とする。 



第２号ア（イ） ３，９００円 ２，０００円

第２号ア（ウ）ａ 

６，９００円 ３，５００円

１０，８００円 ５，４００円

第２号ア（ウ）ｂ 

３，８００円 １，９００円

５，０００円 ２，５００円

 ４ 法附則第３０条第４項第１号及び第２号に掲げるガソリン軽自動車のう

ち３輪以上のもの（前項の規定の適用を受けるものを除く。）に対する第

８２条の規定の適用については、当該ガソリン軽自動車が平成３１年４

月１日から令和２年３月３１日までの間に初回車両番号指定を受けた場

合には令和２年度分の軽自動車税の種別割に限り、当該ガソリン軽自動

車が令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの間に初回車両番号

指定を受けた場合には令和３年度分の軽自動車税の種別割に限り、次の

表の左欄に掲げる同条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それぞれ同

表の右欄に掲げる字句とする。   

第２号ア（イ） ３，９００円 ３，０００円

第２号ア（ウ）ａ 

６，９００円 ５，２００円

１０，８００円 ８，１００円

第２号ア（ウ）ｂ 

３，８００円 ２，９００円

５，０００円 ３，８００円

附則第１６条の２を次のように改める。 

（軽自動車税の種別割の賦課徴収の特例） 

第１６条の２ 市長は、軽自動車税の種別割の賦課徴収に関し、３輪以上の

軽自動車が前条第２項から第４項までの規定の適用を受ける３輪以上の軽

自動車に該当するかどうかの判断をするときは、国土交通大臣の認定等

（法附則第３０条の２第１項に規定する国土交通大臣の認定等をいう。次



項において同じ。）に基づき当該判断をするものとする。 

２ 市長は、納付すべき軽自動車税の種別割の額について不足額があること

を第８３条第２項の納期限（納期限の延長があったときは、その延長され

た納期限）後において知った場合において、当該事実が生じた原因が、国

土交通大臣の認定等の申請をした者が偽りその他不正の手段（当該申請を

した者に当該申請に必要な情報を直接又は間接に提供した者の偽りその他

不正の手段を含む。）により国土交通大臣の認定等を受けたことを事由と

して国土交通大臣が当該国土交通大臣の認定等を取り消したことによるも

のであるときは、当該申請をした者又はその一般承継人を賦課期日現在に

おける当該不足額に係る３輪以上の軽自動車の所有者とみなして、軽自動

車税の種別割に関する規定（第８７条及び第８８条の規定を除く。）を適

用する。 

３ 前項の規定の適用がある場合における納付すべき軽自動車税の種別割の

額は、同項の不足額に、これに１００分の１０の割合を乗じて計算した金

額を加算した金額とする。 

第３条 伊勢崎市市税条例の一部を次のように改正する。 

第２４条第１項第２号中「又は寡夫」を「、寡夫又は単身児童扶養者」に

改める。 

附則第１６条第１項中「第４項」を「第５項」に改め、同条に次の１項を

加える。 

５ 法附則第３０条第２項第１号及び第２号に掲げる３輪以上の軽自動車の

うち、自家用の乗用のものに対する第８２条の規定の適用については、当

該軽自動車が令和３年４月１日から令和４年３月３１日までの間に初回車

両番号指定を受けた場合には令和４年度分の軽自動車税の種別割に限り、

当該軽自動車が令和４年４月１日から令和５年３月３１日までの間に初回

車両番号指定を受けた場合には令和５年度分の軽自動車税の種別割に限り、

第２項の表の左欄に掲げる同条の規定中同表の中欄に掲げる字句は、それ

ぞれ同表の右欄に掲げる字句とする。 

附則第１６条の２第１項中「第４項」を「第５項」に改める。 

（伊勢崎市市税条例の一部を改正する条例の一部改正） 



第４条 伊勢崎市市税条例の一部を改正する条例（平成２７年伊勢崎市条例第

３４号）の一部を次のように改正する。 

附則第４条第２項第３号中「平成３１年９月３０日」を「令和元年９月３

０日」に改め、同条第１３項中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０

月１日」に改め、同条第１４項の表第５項の項中「平成３１年１０月３１日」

を「令和元年１０月３１日」に改め、同表第６項の項中「平成３２年３月３

１日」を「令和２年３月３１日」に改める。 

（伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例の一部改正） 

第５条 伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例（平成２９年伊勢崎市条例

第７号）の一部を次のように改正する。 

附則第１条第３号中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０月１日」

に改める。 

附則第４条第２項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改める。 

（伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例の一部改正） 

第６条 伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例（平成２９年伊勢崎市条例

第２６号）の一部を次のように改正する。 

附則第１条第２号中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０月１日」

に改める。 

（伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例の一部改正） 

第７条 伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例（平成３０年伊勢崎市条例

第３０号）の一部を次のように改正する。 

第１条のうち、伊勢崎市市税条例第４８条第１項の改正規定中「及び第１

１項」を「、第１１項及び第１３項」に改め、同条に３項を加える改正規定

中「３項」を「８項」に改め、同改正規定（同条第１０項に係る部分に限

る。）中「次項」の次に「及び第１２項」を加え、「その他施行規則で定める

方法」を削り、同改正規定（同条第１２項に係る部分に限る。）中「申告は、」

の次に「申告書記載事項が」を加え、同改正規定に次のように加える。 

１３ 第１０項の内国法人が、電気通信回線の故障、災害その他の理由によ

り地方税関係手続用電子情報処理組織を使用することが困難であると認め

られる場合で、かつ、同項の規定を適用しないで納税申告書を提出するこ



とができると認められる場合において、同項の規定を適用しないで納税申

告書を提出することについて市長の承認を受けたときは、当該市長が指定

する期間内に行う同項の申告については、前３項の規定は、適用しない。

法人税法第７５条の４第２項の申請書を同項に規定する納税地の所轄税務

署長に提出した第１０項の内国法人が、当該税務署長の承認を受け、又は

当該税務署長の却下の処分を受けていない旨を記載した施行規則で定める

書類を、納税申告書の提出期限の前日までに、又は納税申告書に添付して

当該提出期限までに、市長に提出した場合における当該税務署長が指定す

る期間内に行う同項の申告についても、同様とする。 

１４ 前項前段の承認を受けようとする内国法人は、同項前段の規定の適用

を受けることが必要となった事情、同項前段の規定による指定を受けよう

とする期間その他施行規則で定める事項を記載した申請書に施行規則で定

める書類を添付して、当該期間の開始の日の１５日前までに、これを市長

に提出しなければならない。 

１５ 第１３項の規定の適用を受けている内国法人は、第１０項の申告につ

き第１３項の規定の適用を受けることをやめようとするときは、その旨そ

の他施行規則で定める事項を記載した届出書を市長に提出しなければなら

ない。 

１６ 第１３項前段の規定の適用を受けている内国法人につき、法第３２１

条の８第５１項の処分又は前項の届出書の提出があったときは、これらの

処分又は届出書の提出があった日の翌日以後の第１３項前段の期間内に行

う第１０項の申告については、第１３項前段の規定は適用しない。ただし、

当該内国法人が、同日以後新たに同項前段の承認を受けたときは、この限

りでない。 

１７ 第１３項後段の規定の適用を受けている内国法人につき、第１５項の

届出書の提出又は法人税法第７５条の４第３項若しくは第６項（同法第８

１条の２４の３第２項において準用する場合を含む。）の処分があったと

きは、これらの届出書の提出又は処分があった日の翌日以後の第１３項後

段の期間内に行う第１０項の申告については、第１３項後段の規定は適用

しない。ただし、当該内国法人が、同日以後新たに同項後段の書類を提出



したときは、この限りでない。 

附則第１条第４号中「平成３１年１０月１日」を「令和元年１０月１日」

に改め、同条第５号中「３項を」を「８項を」に、「平成３２年４月１日」

を「令和２年４月１日」に改め、同条第６号中「平成３２年１０月１日」を

「令和２年１０月１日」に改め、同条第７号中「平成３３年１月１日」を

「令和３年１月１日」に改め、同条第８号中「平成３３年１０月１日」を

「令和３年１０月１日」に改め、同条第９号中「平成３４年１０月１日」を

「令和４年１０月１日」に改める。 

附則第２条第２項中「平成３３年度」を「令和３年度」に、「平成３２年

度」を「令和２年度」に改め、同条第３項中「第１２項」を「第１７項」に

改める。 

附則第６条中「平成３１年９月３０日」を「令和元年９月３０日」に改め

る。 

附則第８条第１項中「平成３２年１０月１日」を「令和２年１０月１日」

に改め、同条第２項中「平成３２年１１月２日」を「令和２年１１月２日」

に改め、同条第３項中「平成３３年３月３１日」を「令和３年３月３１日」

に改める。 

附則第１０条第１項中「平成３３年１０月１日」を「令和３年１０月１日」

に改め、同条第２項中「平成３３年１１月１日」を「令和３年１１月１日」

に改め、同条第３項中「平成３４年３月３１日」を「令和４年３月３１日」

に改める。 

（伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例の一部改正） 

第８条 伊勢崎市市税条例等の一部を改正する条例（平成３１年伊勢崎市条例

第１４号）の一部を次のように改正する。 

附則第１条中「平成３１年６月１日」を「令和元年６月１日」に改める。 

附則第２条第３項中「平成３２年度」を「令和２年度」に改め、同項の表

中「平成３１年６月１日」を「令和元年６月１日」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、令和元年１０月１日から施行する。ただし、次の各号に



掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

⑴ 第１条及び第４条から第８条までの規定 公布の日 

⑵ 第２条中伊勢崎市市税条例第３６条の２中第８項を第９項とし、第７項

を第８項とし、第６項を第７項とし、第５項の次に１項を加える改正規定

並びに第３６条の３の２、第３６条の３の３及び第３６条の４第１項の改

正規定並びに次条の規定 令和２年１月１日 

⑶ 第２条中伊勢崎市市税条例第８３条第２項の改正規定 令和２年４月１ 

 日 

⑷ 第３条中伊勢崎市市税条例第２４条第１項第２号の改正規定及び附則第

３条の規定 令和３年１月１日 

⑸ 第３条（前号に掲げる改正規定を除く。）及び附則第５条の規定 令和

３年４月１日 

（市民税に関する経過措置） 

第２条 前条第２号に掲げる規定による改正後の伊勢崎市市税条例（次項及び

第３項において「２年新条例」という。）第３６条の２第７項の規定は、同

号に掲げる規定の施行の日以後に令和２年度以後の年度分の個人の市民税に

係る申告書を提出する場合について適用し、同日前に当該申告書を提出した

場合及び同日以後に平成３１年度分までの個人の市民税に係る申告書を提出

する場合については、なお従前の例による。 

２ ２年新条例第３６条の３の２第１項（第３号に係る部分に限る。）の規定

は、前条第２号に掲げる規定の施行の日以後に支払を受けるべき伊勢崎市市

税条例第３６条の２第１項に規定する給与について提出する２年新条例第３

６条の３の２第１項及び第２項に規定する申告書について適用する。 

３ ２年新条例第３６条の３の３第１項の規定は、前条第２号に掲げる規定の

施行の日以後に支払を受けるべき所得税法等の一部を改正する法律（平成３

１年法律第７号）第１条の規定による改正後の所得税法（昭和４０年法律第

３３号。以下この項において「新所得税法」という。）第２０３条の６第１

項に規定する公的年金等（新所得税法第２０３条の７の規定の適用を受ける

ものを除く。）について提出する２年新条例第３６条の３の３第１項に規定

する申告書について適用する。 



第３条 附則第１条第４号に掲げる規定による改正後の伊勢崎市市税条例第２

４条第１項（第２号に係る部分に限る。）の規定は、令和３年度以後の年度

分の個人の市民税について適用し、令和２年度分までの個人の市民税につい

ては、なお従前の例による。 

（軽自動車税に関する経過措置） 

第４条 別段の定めがあるものを除き、この条例の施行の際現にこの条例によ

る改正後の伊勢崎市市税条例（以下「元年１０月新条例」という。）の規定

中軽自動車税の環境性能割に関する部分は、この条例の施行の日以後に取得

された３輪以上の軽自動車に対して課する軽自動車税の環境性能割について

適用する。 

２ 元年１０月新条例の規定中軽自動車税の種別割に関する部分は、令和２年

度以後の年度分の軽自動車税の種別割について適用する。 

第５条 附則第１条第５号に掲げる規定による改正後の伊勢崎市市税条例の規

定は、令和３年度以後の年度分の軽自動車税の種別割について適用し、令和

２年度分までの軽自動車税の種別割については、なお従前の例による。 

 

 

 

伊勢崎市手数料条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

伊勢崎市条例第３号 

伊勢崎市手数料条例の一部を改正する条例 

伊勢崎市手数料条例（平成１７年伊勢崎市条例第８０号）の一部を次のよう

に改正する。 

別表第３の１建築物に関する確認申請手数料等の部３の項、同表の２建築設

備及び工作物に関する確認申請手数料等の部１の項、同表の４建築物に関する

完了検査申請手数料等の部４の項、同表の５建築設備及び工作物に関する完了



検査申請手数料等の部及び同表の６許可申請等手数料の部の表１の項中「第８

７条の２」を「第８７条の４」に改め、同表１２の項中「第５３条第４項」の

次に「又は第５項」を加え、同表１３の項中「第５３条第５項第３号」を「第

５３条第６項第３号」に改め、同表３９の項中「法第８６条の８第１項」の次

に「又は第８７条の２第１項」を加え、同表４０の項中「法第８６条の８第３

項」の次に「（法第８７条の２第２項において準用する場合を含む。）」を加え、

同表４０の項の次に次のように加える。 

４１ 法第８７条の３第５項の規定により興行場等と

して使用する許可を申請する者 

１２０，０００円 

４２ 法第８７条の３第６項の規定により特別興行場

等として使用する許可を申請する者 

１２０，０００円 

別表第７の３の項及び別表第８の５の項中「第８７条の２」を「第８７条の

４」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

伊勢崎市立学校施設使用条例等の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

 

 

 

 

 

  



伊勢崎市規則第４号ｓ 

   伊勢崎市立学校施設使用条例等の一部を改正する条例 

（伊勢崎市立学校施設使用条例の一部改正） 

第１条 伊勢崎市立学校施設使用条例（平成１７年伊勢崎市条例第８２号）の

一部を次のように改正する。 

  別表中「１，０８０円」を「１，１００円」に、「２，１６０円」を「２，

２００円」に改める。 

（伊勢崎市臨海学校条例の一部改正） 

第２条 伊勢崎市臨海学校条例（平成１７年伊勢崎市条例第９６号）の一部を

次のように改正する。 

  別表中「２６０円」を「２７０円」に、「５３０円」を「５４０円」に、

「７５０円」を「７６０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に改

める。 

（伊勢崎市広瀬生涯学習館条例の一部改正） 

第３条 伊勢崎市広瀬生涯学習館条例（平成１７年伊勢崎市条例第９８号）の

一部を次のように改正する。 

  別表中「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を「３２０円」に、

「５３０円」を「５４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「４３０円」を「４４０円」に、「６４０円」を「６６０円」に、「２，１６

０円」を「２，２００円」に、「８６０円」を「８８０円」に、「１，２９０

円」を「１，３２０円」に、「４，３２０円」を「４，４００円」に改める。 

（伊勢崎市公民館条例の一部改正） 

第４条 伊勢崎市公民館条例（平成１７年伊勢崎市条例第９９号）の一部を次

のように改正する。 

  別表第２中「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を「３２０円」

に、「５３０円」を「５４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「４，７３０円」を「４，８１０円」に、「７，０９０円」を「７，２２０

円」に、「１６，５６０円」を「１６，８６０円」に、「１，２３０円」を

「１，２５０円」に、「１，７４０円」を「１，７８０円」に、「４，２１０

円」を「４，２９０円」に、「９２０円」を「９４０円」に、「１，４４０円」



を「１，４６０円」に、「３，２９０円」を「３，３５０円」に、「２，３６

０円」を「２，４００円」に、「３，６００円」を「３，６６０円」に、「８，

３３０円」を「８，４８０円」に、「３００円」を「３１０円」に、「５１０

円」を「５２０円」に、「１，１３０円」を「１，１５０円」に、「３，７０

０円」を「３，７７０円」に、「５，４５０円」を「５，５５０円」に、「８，

６４０円」を「８，８００円」に、「６１０円」を「６２０円」に、「１，６

４０円」を「１，６７０円」に、「１，０２０円」を「１，０４０円」に、

「１，５４０円」を「１，５７０円」に、「２，０５０円」を「２，０９０

円」に、「６，１７０円」を「６，２８０円」に、「２５０円」を「２６０円」

に、「６６０円」を「６８０円」に、「９７０円」を「９９０円」に、「８２

０円」を「８３０円」に、「２，６７０円」を「２，７２０円」に改める。 

（伊勢崎市集会所条例の一部改正） 

第５条 伊勢崎市集会所条例（平成１７年伊勢崎市条例第１００号）の一部を

次のように改正する。 

  第１２条第２項の表中「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を

「３２０円」に、「５３０円」を「５４０円」に改める。 

（伊勢崎市斎場条例の一部改正） 

第６条 伊勢崎市斎場条例（平成１７年伊勢崎市条例第１１０号）の一部を次

のように改正する。 

別表中「６６，６５０円」を「６７，８８０円」に、「１３３，３００円」

を「１３５，７７０円」に、「１０６，７６０円」を「１０８，７４０円」

に、「２１３，５３０円」を「２１７，４８０円」に、「５４，０００円」を

「５５，０００円」に、「１０８，０００円」を「１１０，０００円」に、

「５，４００円」を「５，５００円」に、「１０，８００円」を「１１，０

００円」に、「１６，２００円」を「１６，５００円」に、「３２，４００円」

を「３３，０００円」に、「２１，６００円」を「２２，０００円」に改め

る。 

（伊勢崎市絣の郷条例の一部改正） 

第７条 伊勢崎市絣の郷条例（平成１７年伊勢崎市条例第１１１号）の一部を

次のように改正する。 



別表中「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を「３２０円」に、

「５３０円」を「５４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「４３０円」を「４４０円」に、「６４０円」を「６６０円」に、「２，１６

０円」を「２，２００円」に、「８６０円」を「８８０円」に、「１，２９０

円」を「１，３２０円」に、「４，３２０円」を「４，４００円」に「７５

０円」を「７６０円」に改める。 

（伊勢崎市国際友好会館条例の一部改正） 

第８条 伊勢崎市国際友好会館条例（平成１７年伊勢崎市条例第１１２号）の

一部を次のように改正する。 

  別表中「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を「３２０円」に、

「５３０円」を「５４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「４３０円」を「４４０円」に、「６４０円」を「６６０円」に、「２，１６

０円」を「２，２００円」に改める。 

（伊勢崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正） 

第９条 伊勢崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条例（平成１７年伊勢崎市条

例第１２０号）の一部を次のように改正する。 

  第１２条中「収集、運搬及び処分」を「処理」に改める。 

  附則第２項中「「これらを」を「これらを」に改める。 

  別表第１中「１，０８０円」を「１，１００円」に、「３００円」を「３

１０円」に改める。 

（伊勢崎市駐車場条例の一部改正） 

第１０条 伊勢崎市駐車場条例（平成１７年伊勢崎市条例第１２５号）の一部

を次のように改正する。 

  第５条第２項中「使用させる」を「利用させる」に改める。 

別表中「４，３２０円」を「４，４００円」に改める。 

（伊勢崎市自転車等の放置防止に関する条例の一部改正） 

第１１条 伊勢崎市自転車等の放置防止に関する条例（平成１７年伊勢崎市条

例第１２６号）の一部を次のように改正する。 

  第１４条第２項第１号中「１，０２０円」を「１，０４０円」に改め、同

項第２号中「１，５４０円」を「１，５７０円」に改める。 



 （伊勢崎市体育施設条例の一部改正） 

第１２条 伊勢崎市体育施設条例（平成１７年伊勢崎市条例第１２８号）の一

部を次のように改正する。 

  第９条第２項第１号中「附属施設」を「附属設備」に改める。 

  附則第２項中「（昭和５５年」を「昭和５５年」に、「（昭和４８年」を

「昭和４８年」に改める。 

別表第３の１の項⑴を次のように改める。 

⑴ 専用利用 

体育室 

区分 使用料 摘要 

入場料等を徴収しない

場合 

入場料等を徴収する場

合 

スポー

ツ行事 

スポー

ツ行事

以外 

営利宣

伝のた

めの利

用 

スポー

ツ行事 

スポー

ツ行事

以外 

営利宣

伝のた

めの利

用 

（ア） スポーツ

行事は、スポ

ーツ器具を含

む。 

（イ） スポーツ

行事（入場料

等を徴収しな

い場合）で一

部を利用する

場合におい

て、その利用

面積が２分の

１以下のとき

は、当該使用

料のそれぞれ

２分の１の金

額を徴収する 

午前９時

から正午

まで 

２，８

６０円

１１，

４４０

円 

１７，

１６０

円

５，７

２０円 

２２，

８８０

円

３４，

３２０

円

正午から

午後５時

まで 

４，７

２０円

１８，

９２０

円 

２８，

３８０

円

９，４

６０円 

３７，

８４０

円

５６，

７６０

円

午後５時

から午後

１０時ま

で 

４，７

２０円

１８，

９２０

円 

２８，

３８０

円

９，４

６０円 

３７，

８４０

円

５６，

７６０

円

午前９時

から午後

１０時ま 

１２，

３００

円

４９，

２８０

円 

７３，

９２０

円

２４，

６４０

円 

９８，

５６０

円

１４

７，８

４０円



で    。 

注  

 １ 照明使用料は、１時間につき次の金額を徴収する。 

⑴   全面利用の場合 ７６０円 

⑵   ２分の１利用の場合 ３７０円 

⑶   照明器具等の持込み利用 １個につき１，１００円 

２ 高校生以下の使用料は、照明使用料を除き半額とする。 

３ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるも

のとする。 

別表第３の１の項⑵中「６４０円」を「６６０円」に改め、同項⑶中

「１，０８０円」を「１，１００円」に、「５３０円」を「５４０円」に改

め、同表３の項⑴中「１，０８０円」を「１，１００円」に改め、同項⑵

中「２１０円」を「２２０円」に改め、同表４の項⑴を次のように改める。 

⑴ 専用利用 

区分 使用料 

スポーツ行事 スポーツ行事

以外 

営利宣伝のた

めの利用 

体育室 

（柔道

場を除

く。） 

午前９時から正午 

まで 

６６０円 ２，６４０円 ３，９６０円

正午から午後５時

まで 

１，１００円 ４，４００円 ６，６００円

午後５時から午後

１０時まで 

１，１００円 ４，４００円 ６，６００円

午前９時から午後

１０時まで 

２，８６０円 １１，４４０

円

１７，１６０

円

柔道場 午前９時から正午 

まで 

４９０円 ９８０円 ― 

正午から午後５時 ８１０円 １，６４０円 ― 



 まで  

午後５時から午後

１０時まで 

８１０円 １，６４０円 ― 

午前９時から午後

１０時まで 

２，１２０円 ４，２７０円 ― 

別表第３の４の項⑵中「２１０円」を「２２０円」に改め、同表５の項⑵

中「４８０円」を「４９０円」に、「９６０円」を「９８０円」に、「８００

円」を「８１０円」に、「１，６１０円」を「１，６４０円」に、「２，０８

０円」を「２，１２０円」に、「４，１９０円」を「４，２７０円」に改め、

同表８の項⑴中「９６０円」を「９８０円」に、「１，６１０円」を「１，

６４０円」に、「１，４５０円」を「１，４７０円」に、「３１０円」を「３

２０円」に、「３，２４０円」を「３，３００円」に、「２，１６０円」を

「２，２００円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、「附属施設」

を「附属設備」に改め、同項⑵中「３１０円」を「３２０円」に、「８６０

円」を「８８０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、「２１０円」

を「２２０円」に、「附属施設」を「附属設備」に、「１，２９０円」を「１，

３２０円」に、「８６０円」を「８８０円」に、「４３０円」を「４４０円」

に改め、同表１１の項中「７５０円」を「７６０円」に、「２，６９０円」

を「２，７４０円」に、「１，３４０円」を「１，３７０円」に、「１０８，

０００円」を「１１０，０００円」に、「附属施設」を「附属設備」に、「７，

０１０円」を「７，１４０円」に改め、同表１２の項中「４３０円」を「４

４０円」に、「２１０円」を「２２０円」に改め、同表１３の項中「５３０

円」を「５４０円」に、「７５０円」を「７６０円」に、「２，０３０円」を

「２，０７０円」に、「２，１６０円」を「２，２００円」に、「１，４４０

円」を「１，４６０円」に、「７２０円」を「７３０円」に改め、同表１４

の項中「５３０円」を「５４０円」に、「２６０円」を「２７０円」に、「８，

０９０円」を「８，２４０円」に、「１３，４９０円」を「１３，７４０円」

に、「１０，８００円」を「１１，０００円」に、「４，０４０円」を「４，

１１０円」に、「６，７４０円」を「６，８７０円」に、「５，４００円」を

「５，５００円」に、「附属施設」を「附属設備」に、「１，６１０円」を



「１，６４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、「８６０円」

を「８８０円」に改め、同表１５の項中「３１０円」を「３２０円」に改め、

同表１８の項⑴中「６４０円」を「６６０円」に、「２，５９０円」を「２，

６４０円」に、「３，８８０円」を「３，９６０円」に、「１，０８０円」を

「１，１００円」に、「４，３２０円」を「４，４００円」に、「６，４８０

円」を「６，６００円」に、「２，８００円」を「２，８６０円」に、「１１，

２３０円」を「１１，４４０円」に、「１６，８４０円」を「１７，１６０

円」に改め、同項⑵中「２１０円」を「２２０円」に改め、同表１９の項⑵

中「１，２９０円」を「１，３２０円」に、「２，５９０円」を「２，６４

０円」に、「２，１６０円」を「２，２００円」に、「４，３２０円」を「４，

４００円」に、「５，６１０円」を「５，７２０円」に、「１１，２３０円」

を「１１，４４０円」に改め、同表２０の項中「２１０円」を「２２０円」

に改め、同表２１の項中「１，６１０円」を「１，６４０円」に、「１，０

８０円」を「１，１００円」に改める。 

別表第４中「４，８５０円」を「４，９４０円」に、「３，２４０円」を

「３，３００円」に、「１，６１０円」を「１，６４０円」に、「２，１６０

円」を「２，２００円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に改める。 

（伊勢崎市ちびっこセンター条例の一部改正） 

第１３条 伊勢崎市ちびっこセンター条例（平成１７年伊勢崎市条例第１３９

号）の一部を次のように改正する。 

別表中「５３０円」を「５４０円」に、「６９０円」を「７１０円」に、

「９１０円」を「９３０円」に、「２１０円」を「２２０円」に、「２６０円」

を「２７０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、「１，３９０円」

を「１，４２０円」に、「１，８３０円」を「１，８６０円」に改める。 

（伊勢崎市ふくしプラザ条例の一部改正） 

第１４条 伊勢崎市ふくしプラザ条例（平成１７年伊勢崎市条例第１４５号）

の一部を次のように改正する。 

  別表中「３，７７０円」を「３，８４０円」に、「５，４００円」を「５，

５００円」に、「７，５６０円」を「７，７００円」に、「１５，１２０円」

を「１５，４００円」に、「８，０９０円」を「８，２４０円」に、「１０，



８００円」を「１１，０００円」に、「２０，５２０円」を「２０，９００

円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、「１，６１０円」を「１，

６４０円」に、「２，１６０円」を「２，２００円」に、「４，３２０円」を

「４，４００円」に改める。 

（伊勢崎市ふれあいセンター条例の一部改正） 

第１５条 伊勢崎市ふれあいセンター条例（平成１７年伊勢崎市条例第１４７

号）の一部を次のように改正する。 

  別表中「３００円」を「３１０円」に、「５３０円」を「５４０円」に、

「２６０円」を「２７０円」に改める。 

（伊勢崎市みやまセンター条例の一部改正） 

第１６条 伊勢崎市みやまセンター条例（平成１７年伊勢崎市条例第１４９号）

の一部を次のように改正する。 

  別表中「３００円」を「３１０円」に改める。 

（伊勢崎市境社会福祉センター条例の一部改正） 

第１７条 伊勢崎市境社会福祉センター条例（平成１７年伊勢崎市条例第１５

１号）の一部を次のように改正する。 

  別表中「３００円」を「３１０円」に、「５１０円」を「５２０円」に、

「１，０２０円」を「１，０４０円」に、「１，５４０円」を「１，５７０

円」に、「３，０８０円」を「３，１４０円」に改める。 

（伊勢崎市境産業振興会館条例の一部改正） 

第１８条 伊勢崎市境産業振興会館条例（平成１７年伊勢崎市条例第１６１号）

の一部を次のように改正する。 

  別表中「１，０２０円」を「１，０４０円」に、「１，２３０円」を「１，

２５０円」に、「５１０円」を「５２０円」に、「６１０円」を「６２０円」

に、「３４０円」を「３５０円」に改める。 

 （伊勢崎市民プラザ条例の一部改正） 

第１９条 伊勢崎市民プラザ条例（平成１７年伊勢崎市条例第１６３号）の一

部を次のように改正する。 

  別表を次のように改める。 

 別表（第１７条関係） 



  １ 本館 

区分 午前 午後 夜間 全日 

ホ

ー

ル 

平日 ４，４００円 ６，６００円 ８，８００円 １７，６００

円

土曜日、日曜

日及び休日 

６，０４０円 ９，１２０円 １２，１００

円

２４，２００

円

リハ

ーサ

ル及

び仕

込み 

平日 ２，２００円 ３，３００円 ４，４００円 ８，８００円

土曜日、

日曜日及

び休日 

３，０８０円 ４，６２０円 ６，０４０円 １２，１００

円

調理実習室 １，７６０円 ２，６４０円 ３，５２０円 ７，０４０円

工房室 １，８６０円 ２，８６０円 ３，７４０円 ７，４８０円

第１研修室 ２，２００円 ３，３００円 ４，４００円 ８，８００円

第２研修室 ２，２００円 ３，３００円 ４，４００円 ８，８００円

第３研修室 １，１００円 １，６４０円 ２，２００円 ４，４００円

会議室 ８８０円 １，３２０円 １，７６０円 ３，５２０円

茶室 １，２００円 １，８６０円 ２，４２０円 ４，８４０円

第１和室 １，２００円 １，８６０円 ２，４２０円 ４，８４０円

第２和室 １，２００円 １，８６０円 ２，４２０円 ４，８４０円

相談室 ４４０円 ６６０円 ８８０円 １，７６０円

音楽室 １，６４０円 ２，５２０円 ３，３００円 ６，６００円

プレイルーム ２，２００円 ３，３００円 ４，４００円 ８，８００円

小会議室 ５４０円 ８８０円 １，１００円 ２，２００円

第１実習室 １，１００円 １，６４０円 ２，２００円 ４，４００円

第２実習室 １，１００円 １，６４０円 ２，２００円 ４，４００円

第３実習室 １，１００円 １，６４０円 ２，２００円 ４，４００円

第４実習室 １，１００円 １，６４０円 ２，２００円 ４，４００円

陶芸炉室 １時間３２０円 



  ２ 体育館 

   ⑴ 専用利用 

    ア 体育室 

区分 午前 午後 夜間 

スポーツ行事 ３，３００円 ４，４００円 ４，４００円

スポーツ行事以外 １３，２００円 １７，６００円 １７，６００円

  注 

   １ 照明を利用する場合は、１時間につき８８０円を加算する。 

   ２ ２分の１点灯の場合は、全灯の半額を加算する。 

   ３ １０円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

    イ 柔道場 

区分 午前 午後 夜間 

スポーツ行事 ２，２００円 ３，３００円 ３，３００円

スポーツ行事以外 ４，４００円 ６，６００円 ６，６００円

注 

   １ 照明を利用する場合は、１時間につき２２０円を加算する。 

   ２ ２分の１点灯の場合は、全灯の半額を加算する。 

   ３ １０円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

    ウ 剣道場 

区分 午前 午後 夜間 

スポーツ行事 ２，２００円 ３，３００円 ３，３００円

スポーツ行事以外 ４，４００円 ６，６００円 ６，６００円

注 

   １ 照明を利用する場合は、１時間につき２２０円を加算する。 

   ２ ２分の１点灯の場合は、全灯の半額を加算する。 

   ３ １０円未満の端数が生じたときは、これを切り捨てるものとする。 

   ⑵ 部分利用 

利用の目的 単位 利用料金 

卓球 １台 １時間 １００円 



   

バドミントン １面 １時間 １００円 

バスケットボール １面 １時間 ５４０円 

バレーボール １面 １時間 ５４０円 

柔道 １人１時間（柔道場） ５０円 

剣道 １人１時間（剣道場） ５０円 

空手道 １人１時間（剣道場） ５０円 

  ３ 附属設備 規則で定める額 

  備考 

   １ 午前とは午前９時から正午までを、午後とは午後１時から午後５時 

までを、夜間とは午後６時から午後１０時までを、全日とは午前９時

から午後１０時までをいう。 

２ 平日とは、土曜日、日曜日及び休日以外の日を、休日とは、国民の 

祝日に関する法律に規定する休日をいう。 

３ 利用者が入場料その他これに類する料金を徴収する場合又は営利を 

目的として物品の販売若しくは宣伝を行う場合は、利用料金（附属設

備を除く。以下同じ。）に１００分の５０を加算する。 

４ 利用者が本市の区域内に住所を有しない者のうち、本市の区域内に 

在勤していない者又は本市の区域内に本社（店）、支社（店）及び営

業所がない法人については、利用料金の１００分の３０を加算した額

とする。 

５ 利用者が利用時間を超過して施設等を利用した場合の利用料金は、 

超過時間１時間（１時間未満は、１時間とみなす。）につき超過して

利用する区分の利用料金の１００分の３０を加算した額とする。 

６ 前３項に規定する利用料金の額に１０円未満の端数が生じたときは、

これを切り捨てるものとする。 

７ 利用料金の額には、消費税相当額を含む。 

（伊勢崎市勤労者会館条例の一部改正） 

第２０条 伊勢崎市勤労者会館条例（平成１７年伊勢崎市条例第１６４号）の

一部を次のように改正する。 



 第１０条第１号中「ある」を「ある者」に改める。 

 別表中「１，０８０円」を「１，１００円」に、「１，４４０円」を「１，

４６０円」に、「３，４７０円」を「３，５４０円」に、「５３０円」を「５

４０円」に、「７００円」を「７２０円」に、「１，７１０円」を「１，７４

０円」に改める。 

 （伊勢崎市道路占用料徴収条例の一部改正） 

第２１条 伊勢崎市道路占用料徴収条例（平成１７年伊勢崎市条例第１６７号）

の一部を次のように改正する。 

  別表備考８中「７」を「７又は８」に改め、同表中備考８を備考９とし、

備考７の次に次のように加える。 

８ 占用料の額が日額で定められている占用物件に係る占用の期間が１

月未満であるときは、当該占用の期間を乗じて得た額に１００分の１

１０を乗じて計算するものとする。 

 （伊勢崎市都市公園条例の一部改正） 

第２２条 伊勢崎市都市公園条例（平成１７年伊勢崎市条例第１８１号）の一

部を次のように改正する。 

  第１７条第３項第１号中「附属施設」を「附属設備」に改める。 

  別表第３の２の項⑴中「２，１６０円」を「２，２００円」に、「５，４

００円」を「５，５００円」に改め、同項⑵中「１，０８０円」を「１，１

００円」に改め、同表３の項⑴中「２，１６０円」を「２，２００円」に改

め、同項⑵中「１，０８０円」を「１，１００円」に改め、同表４の項中

「１，０２０円」を「１，０４０円」に、「２，０５０円」を「２，０９０

円」に、「１，５４０円」を「１，５７０円」に改める。 

別表第３の２の１の項⑴中「３，７７０円」を「３，８４０円」に、「５，

４００円」を「５，５００円」に、「８，６４０円」を「８，８００円」に、

「２５，９２０円」を「２６，４００円」に、「３，２４０円」を「３，３

００円」に、「２，１６０円」を「２，２００円」に、「１，０８０円」を

「１，１００円」に、「附属施設」を「附属設備」に、「４，３２０円」を

「４，４００円」に改め、注３の次に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの



とする。 

別表第３の２の１の項⑵中「９６０円」を「９８０円」に、「１，６１０

円」を「１，６４０円」に、「１，４５０円」を「１，４７０円」に、「３１

０円」を「３２０円」に、「３，２４０円」を「３，３００円」に、「２，１

６０円」を「２，２００円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「附属施設」を「附属設備」に、「５３０円」を「５４０円」に改め、注３

の次に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の１の項⑶中「２１０円」を「２２０円」に、「４，３２０

円」を「４，４００円」に、「５，４００円」を「５，５００円」に、「８，

６４０円」を「８，８００円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、 

 「   「       

  ６４０円 を  ６６０円 に改め、注３の次に次のように加える。  

  」   」    

  ４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の１の項⑷中「５３０円」を「５４０円」に、「７５０円」

を「７６０円」に、「２，０３０円」を「２，０７０円」に、「２，１６０円」

を「２，２００円」に、「１，４４０円」を「１，４６０円」に、「７２０円」

を「７３０円」に改め、注３の次に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の１の項⑸〔１〕を次のように改める。 

  〔１〕 専用利用 

ア 大体育室 

区分 使用料 摘要 

  



入場料等を徴収しな

い場合 

入場料等を徴収する

場合 

（ア）  ス ポ ー ツ

行事は、スポ

ーツ器具を含

む。 

（イ）  ス ポ ー ツ

行事（入場料

等を徴収しな

い場合）で、

一部を利用す

る場合におい

て、その利用

面積が３分の

２又は３分の

１以下のとき

は、当該使用

料のそれぞれ

の３分の２又

は３分の１の

金額を徴収す

る。 

スポー

ツ行事 

スポー

ツ行事

以外 

営利宣

伝のた

めの利

用 

スポー

ツ行事 

スポー

ツ行事

以外 

営利宣

伝のた

めの利

用 

午前９時

から正午 

まで 

４，９

４０円

１９，

８００

円

２９，

７００

円

９，９

００円

３９，

６００ 

円 

５９，

４００

円

正午から

午後５時 

まで 

８，２

４０円

３３，

０００

円

４９，

５００

円

１６，

５００

円

６６，

０００ 

円 

９９，

０００

円

午後５時

から午後

１０時ま

で 

８，２

４０円

３３，

０００

円

４９，

５００

円

１６，

５００

円

６６，

０００ 

円 

９９，

０００

円

午前９時 

から午後

１０時ま

で 

２１，

４３０

円

８５，

８００

円

１２

８，７

００円

４２，

９００

円

１７ 

１，６

００円 

２５

７，４

００円

    イ 小体育室、柔道場又は剣道場 

区分 使用料 

スポーツ行事 スポーツ行事以外 

午前９時から正午まで １，９８０円 ３，９６０円 

正午から午後５時まで ３，３００円 ６，６００円 

午後５時から午後１０時まで ３，３００円 ６，６００円 

午前９時から午後１０時まで ８，５８０円 １７，１６０円 

    ウ 会議室 

区分 単位 使用料 



   

会議室 １回   ５４０円 

  注 

   １ 照明使用料は、１時間につき次の金額を徴収する。 

⑴ 大体育室 

ア 全面使用の場合 １，３２０円 

イ ３分の２使用の場合 ８８０円 

ウ ３分の１使用の場合 ４４０円 

⑵ 小体育室 ２２０円 

⑶ 柔道場又は剣道場 １００円 

⑷ 照明器具等の持込み使用 １個につき １，１００円 

   ２ 高校生以下の使用料は、照明使用料を除き半額とする。 

３ 伊勢崎市民以外の者が利用する場合は、照明使用料を除きそれぞれ

の使用料の額に１００分の１５０を乗じて得た額とする。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の１の項⑸〔２〕中「６４０円」を「６６０円」に、「２１０円」

を「２２０円」に、「（エ） 個人利用の場合は、利用を規制する場合があ 

 る。」を 
「（エ） 個人利用の場合は、利用を規制する場合がある。  

（オ） 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨て 

  
に改め、「１５０を乗じて得た額とする」の次に「（１ 

 

るものとする。」  

０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるものとする。）」を加え、同項

⑸〔３〕中「１，０８０円」を「１，１００円」に、「５３０円」を「５４０円」

に改め、同項⑹中「１，０８０円」を「１，１００円」に、「２，１６０円」

を「２，２００円」に、「５３０円」を「５４０円」に、「附属施設」を

「附属設備」に、「１，２９０円」を「１，３２０円」に、「３１０円」を

「３２０円」に、「２１０円」を「２２０円」に改め、注３の次に次のよう

に加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの



とする。 

別表第３の２の１の項⑺中「５３０円」を「５４０円」に改め、注３の次

に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の１の項⑻中「１，０８０円」を「１，１００円」に改め、

注３の次に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の１の項⑼中「１，１８０円」を「１，２００円」に、「３，

５５０円」を「３，６２０円」に、「１２９，６００円」を「１３２，００

０円」に、「２１０円」を「２２０円」に、「附属施設」を「附属設備」に、

「７，０１０円」を「７，１４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００

円」に、「５３０円」を「５４０円」に、「３１０円」を「３２０円」に改め、

注３の次に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の２の項⑴中「９６０円」を「９８０円」に、「１，６１０

円」を「１，６４０円」に、「１，４５０円」を「１，４７０円」に、「３１

０円」を「３２０円」に、「３，２４０円」を「３，３００円」に、「２，１

６０円」を「２，２００円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「附属施設」を「附属設備」に改め、注４の次に次のように加える。 

５ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の２の項⑵中「６４０円」を「６６０円」に、「２，５９０

円」を「２，６４０円」に、「３，８８０円」を「３，９６０円」に、「１，

０８０円」を「１，１００円」に、「４，３２０円」を「４，４００円」に、

「６，４８０円」を「６，６００円」に、「２，８００円」を「２，８６０

円」に、「１１，２３０円」を「１１，４４０円」に、「１６，８４０円」を

「１７，１６０円」に、「２１０円」を「２２０円」に改め、注３の次に次



のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第３の２の２の項⑶中「２，５９０円」を「２，６４０円」に、「１，

２９０円」を「１，３２０円」に改め、同表３の項⑴中「１，０８０円」を

「１，１００円」に改め、同項⑵中「３１０円」を「３２０円」に改め、同

表４の項中「５３０円」を「５４０円」に、「７５０円」を「７６０円」に、

「２，０３０円」を「２，０７０円」に、「２，１６０円」を「２，２００

円」に、「１，４４０円」を「１，４６０円」に、「７２０円」を「７３０円」

に改め、注３の次に次のように加える。 

４ 使用料の総額に１０円未満の端数が生じたときは、切り捨てるもの

とする。 

別表第４中「４，８５０円」を「４，９４０円」に、「３，２４０円」を

「３，３００円」に、「１，６１０円」を「１，６４０円」に、「２，１６０

円」を「２，２００円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、「附属

施設」を「附属設備」に改める。 

（伊勢崎市下水道条例の一部改正） 

第２３条 伊勢崎市下水道条例（平成１７年伊勢崎市条例第１８４号）の一部

を次のように改正する。 

  第２３条中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。 

（伊勢崎市給水条例の一部改正） 

第２４条 伊勢崎市給水条例（平成１７年伊勢崎市条例第１９４号）の一部を

次のように改正する。 

  第２６条第１項並びに第３４条第１項及び第２項中「１００分の１０８」

を「１００分の１１０」に改める。 

（伊勢崎市民病院使用料及び手数料条例の一部改正） 

第２５条 伊勢崎市民病院使用料及び手数料条例（平成１７年伊勢崎市条例第

２０２号）の一部を次のように改正する。 

  第２条第１項第３号中「５，４００円」を「５，５００円」に改め、同項

第４号中「２，７００円」を「２，７５０円」に改め、同項第５号中「５，



４００円」を「５，５００円」に改める。 

別表第１中「１２，９６０円」を「１３，２００円」に、「５，４００円」

を「５，５００円」に、「２，１６０円」を「２，２００円」に、「５４０円」

を「５５０円」に改める。 

別表第１の２中「１２，９６０円」を「１３，２００円」に、「５，４０

０円」を「５，５００円」に、「４，３２０円」を「４，４００円」に改め

る。 

別表第２中「２，７００円」を「２，７５０円」に、「２，１６０円」を

「２，２００円」に、「４，３２０円」を「４，４００円」に、「５，４００

円」を「５，５００円」に、「８，６４０円」を「８，８００円」に、「６，

４８０円」を「６，６００円」に、「２１，６００円」を「２２，０００円」

に、「９，７２０円」を「９，９００円」に、「１０８円」を「１１０円」に、

「１，０８０円」を「１，１００円」に改める。 

別表第３中「１２９，６００円」を「１３２，０００円」に、「１６２，

０００円」を「１６５，０００円」に、「１，１８８，０００円」を「１，

２１０，０００円」に、「１６，２００円」を「１６，５００円」に、「２７，

０００円」を「２７，５００円」に、「１０，６９７円」を「１０，８９５

円」に改める。 

（伊勢崎市訪問看護事業の設置等に関する条例の一部改正） 

第２６条 伊勢崎市訪問看護事業の設置等に関する条例（平成１７年伊勢崎市

条例第２０５号）の一部を次のように改正する。 

  別表中「５４円」を「５５円」に、「１０，８００円」を「１１，０００

円」に、「２７０円」を「２７５円」に改める。 

（伊勢崎市福祉交流館しまむら条例の一部改正） 

第２７条 伊勢崎市福祉交流館しまむら条例（平成１７年伊勢崎市条例第２２

６号）の一部を次のように改正する。 

別表中「４３０円」を「４４０円」に、「６４０円」を「６６０円」に、

「１，０８０円」を「１，１００円」に、「２，１６０円」を「２，２００

円」に、「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を「３２０円」に、

「５３０円」を「５４０円」に改める。 



（伊勢崎市いせさき明治館条例の一部改正） 

第２８条 伊勢崎市いせさき明治館条例（平成１７年伊勢崎市条例第２６２号）

の一部を次のように改正する。 

別表中「２１０円」を「２２０円」に、「３１０円」を「３２０円」に、

「５３０円」を「５４０円」に、「１，０８０円」を「１，１００円」に、

「４３０円」を「４４０円」に、「６４０円」を「６６０円」に、「２，１６

０円」を「２，２００円」に改める。 

（伊勢崎市青少年育成センター条例の一部改正） 

第２９条 伊勢崎市青少年育成センター条例（平成１７年伊勢崎市条例第２７

３号）の一部を次のように改正する。 

別表の１研修室等の利用料金の表及び２宿泊に係る利用料金の表を次のよ

うに改める。 

  １ 研修室等の利用料金 

区分 金額 

午前 午後 夜間 全日 

本

館 

第１研

修室 

青 少 年 団

体 

本市住民 ８３０円 １，１２

０円

１，３９

０円

３，３５

０円

本市住民

以外 

１，０８

０円

１，４５

０円

１，８０

０円

４，３４

０円

青 少 年 団

体以外の 

もの 

本市住民 １，２２

０円

１，６７

０円

２，１２

０円

５，０２

０円

本市住民

以外 

１，５９

０円

２，１７

０円

２，７５

０円

６，５２

０円

第２研

修室 

青 少 年 団

体 

本市住民 ６００円 ８３０円 １，１２

０円

２，５６

０円

本市住民

以外 

７８０円 １，０８

０円

１，４５

０円

３，３３

０円

青少年団 

体以外の 

本市住民 ９４０円 １，２８

０円

１，６２

０円

３，８５

０円



  もの  

本市住民

以外 

１，２２

０円

１，６６

０円

２，１０

０円

４，９９

０円

第１和

室 

第２和

室 

第３和

室 

第４和

室 

青 少 年 団

体 

本市住民 ５５０円 ７１０円 ９４０円 ２，２１

０円

本 市 住 民

以外 

７１０円 ９２０円 １，２２

０円

２，８６

０円

青 少 年 団

体以外の 

もの 

本市住民 ８３０円 １，１２

０円

１，３９

０円

３，３５

０円

本 市 住 民

以外 

１，０８

０円

１，４５

０円

１，８０

０円

４，３４

０円

第５和 

室 

第６和 

室 

 

青少年団 

体 

本市住民 ２００円 ３２０円 ３８０円 ９２０円

本市住民 

以外 

２７０円 ４１０円 ５００円 １，１９

０円

青 少 年 団

体 以 外 の

もの 

本市住民 ３２０円 ５００円 ６００円 １，４３

０円

本 市 住 民

以外 

４１０円 ６４０円 ７８０円 １，８５

０円

プ

レ

イ 

ホ

ー

ル 

全面使

用 

青少年団

体 

本市住民 １時間につき ４１０円 

本市住民 

以外 

１時間につき ５４０円 

青少年団

体以外の

もの 

本市住民 １時間につき ６２０円 

本 市 住 民

以外 

１時間につき ８１０円 

２分の

１面使 

用 

青少年団

体 

本市住民 １時間につき ２００円 

本市住民 

以外 

１時間につき ２７０円 

青少年団

体以外の 

本市住民 １時間につき ３１０円 

本市住民 １時間につき ４００円 



  もの 以外  

３分の

１面使

用 

青少年団

体 

本市住民 １時間につき １６０円 

本 市 住 民

以外 

１時間につき ２００円 

青少年団

体以外の

もの 

本市住民 １時間につき ２５０円 

本 市 住 民

以外 

１時間につき ３２０円 

  ２ 宿泊に係る利用料金 

区分 金額 

中学生以下の青少年 本市住民 無料 

本市住民以外 １人１泊につき ２７０円 

高校生 本市住民 １人１泊につき ２７０円 

本市住民以外 １人１泊につき ３４０円 

高校生以下の者を除

く青少年 

本市住民 １人１泊につき ５５０円 

本市住民以外 １人１泊につき ７１０円 

上記の区分以外の者 本市住民 １人１泊につき １，１２０円 

本市住民以外 １人１泊につき １，４５０円 

（伊勢崎市あずまホール条例の一部改正） 

第３０条 伊勢崎市あずまホール条例（平成１８年伊勢崎市条例第４１号）の

一部を次のように改正する。 

  別表中「６，２７０円」を「６，３９０円」に、「８，４３０円」を「８，

５９０円」に、「１０，５９０円」を「１０，７９０円」に、「２１，１８０

円」を「２１，５８０円」に、「７，４００円」を「７，５４０円」に、「９，

４６０円」を「９，６３０円」に、「１１，６２０円」を「１１，８３０円」

に、「２４，２７０円」を「２４，７２０円」に、「１，０２０円」を「１，

０４０円」に、「２，０５０円」を「２，０９０円」に、「４，２１０円」を

「４，２９０円」に、「１，５４０円」を「１，５７０円」に、「３，０８０

円」を「３，１４０円」に改め、同表備考中「２，０５０円」を「２，０９

０円」に、「５，２４０円」を「５，３４０円」に改める。 



（伊勢崎市文化会館条例の一部改正） 

第３１条 伊勢崎市文化会館条例（平成１８年伊勢崎市条例第４４号）の一部

を次のように改正する。 

  別表を次のように改める。 

 別表（第１７条関係） 

  １ 伊勢崎市文化会館 

時間区分

 

 

利用区分 

午前 午後 夜間 

午前９時から

正午まで 

午後１時から

午後５時まで 

午後６時から

午後１０時ま 

で 

大ホ

ール 

リ ハ ー サ ル 及 び 仕

込 み に 利 用 す る 場

合 

平日 １０，５６０

円 

１５，８４０

円 

２１，１２０

円

休日等 １４，０８０

円 

２１，１２０

円 

２８，１６０

円

入

場

料 

無料 平日 ２１，１２０

円 

３１，６８０

円 

４２，２４０

円

休日等 ２８，０４０

円 

４２，１２０

円 

５６，１００

円

１，０００円 

以下 

平日 ２７，５００ 

円 

４１，２４０ 

円 

５５，０００

円

休日等 ３６，５２０

円 

５４，７８０

円 

７３，０４０

円

１ ， ０ ０ １ 円

以 上 ３ ， ０ ０

０円以下 

平日 ３３，８８０

円 

５０，８２０

円 

６７，７６０

円

休日等 ４４，８８０

円 

６７，３２０

円 

８９，７６０

円

３ ， ０ ０ １ 円

以上 

平日 ４２，２４０

円 

６３，３６０

円 

８４，４８０

円

休日等 ５６，１００ ８４，１４０ １１２，２０



    円 円 ０円

大ホ

ール

附属

施設 

第１楽屋 ５４０円 ８８０円 １，１００円

第２楽屋 ５４０円 ８８０円 １，１００円

第３楽屋 ９８０円 １，５４０円 １，９８０円

第４楽屋 １，８６０円 ２，８６０円 ３，７４０円

リハーサル室 １，４２０円 ２，２００円 ２，８６０円

主催者事務室 ４４０円 ６６０円 ８８０円

浴室 ６６０円 ９８０円 １，３２０円

小ホ

ール 

リ ハ ー サ ル 及 び 仕

込 み に 利 用 す る 場

合 

平日 ３，５２０円 ５，２８０円 ７，０４０円

休日等 ４，７２０円 ７，１４０円 ９，４６０円

入

場

料 

無料 平日 ７，０４０円 １０，５６０

円 

１４，０８０

円

休日等 ９，３４０円 １４，０８０

円 

１８，７００

円

１ ， ０ ０ ０ 円

以下 

平日 ９，２４０円 １３，８６０

円 

１８，４８０

円

休日等 １２，２００ 

円 

１８，３６０ 

円 

２４，４２０

円

１ ， ０ ０ １ 円

以 上 ３ ， ０ ０

０円以下 

平日 １１，３２０

円 

１７，０４０

円 

２２，６６０

円

休日等 １４，９６０ 

円 

２２，４４０ 

円 

２９，９２０

円

３ ， ０ ０ １ 円

以上 

平日 １４，０８０

円 

２１，１２０

円 

２８，１６０

円

休日等 １８，７００

円 

２８，０４０

円 

３７，４００

円

小ホ

ール 

第５楽屋 ５４０円 ８８０円 １，１００円

第６楽屋 ９８０円 １，５４０円 １，９８０円



附属

施設 

   

第７楽屋 １，８６０円 ２，８６０円 ３，７４０円

浴室 ６６０円 ９８０円 １，３２０円

会議

室等 

第１練習室 ５４０円 ８８０円 １，１００円

 会議室等に利用する場合 １，４２０円 ２，２００円 ２，８６０円

第２練習室 ５４０円 ８８０円 １，１００円

 会議室等に利用する場合 １，４２０円 ２，２００円 ２，８６０円

第３練習室 １，４２０円 ２，２００円 ２，８６０円

 会議室等に利用する場合 ２，７４０円 ４，１８０円 ５，５００円

小会議室 １，４２０円 ２，２００円 ２，８６０円

中会議室 ２，７４０円 ４，１８０円 ５，５００円

大会議室 ６，０４０円 ９，１２０円 １２，１００

円

和室 ２，２００円 ３，３００円 ４，４００円

展示

室等 

第１展示室（レセプション

ホール１） 

６，０４０円 ９，１２０円 １２，１００

円

 市民展示に利用する場合 ２，３９０円 ３，５９０円 ４，７８０円

第２展示室（レセプション

ホール２） 

２，７４０円 ４，１８０円 ５，５００円

 市民展示に利用する場合 １，１００円 １，６４０円 ２，２００円

第３展示室（レセプション

ホール３） 

２，７４０円 ４，１８０円 ５，５００円

 市民展示に利用する場合 ８３０円 １，２４０円 １，６５０円

主催者控室 ６６０円 ９８０円 １，３２０円

附属設備 規則で定める額 

注 

１ 展示室等の利用区分において、市民展示に利用する場合とは、利用

者が展示室を営利を目的としない作品等の展示に利用する場合をい

う。 



２ 会議室等及び展示室等の利用者が営利を目的として、その本来の業

務並びに商品等の展示販売及び宣伝を行う場合は、利用料金の１００

分の５０を加算した額とする。 

３ 利用者が本市の区域内に住所を有しない者又は本市の区域内に本社

（店）、支社（店）及び営業所がない法人については、利用料金（附

属設備を除く。以下同じ。）の１００分の３０を加算した額とする。 

４ 利用者が利用時間を超過して施設等を利用した場合の利用料金は、 

超過時間１時間（１時間未満は、１時間とみなす。）につき超過して

利用する時間区分の利用料金の１００分の５０を加算した額とする。 

５ 前３項に規定する利用料金の額に１０円未満の端数が生じたとき

は、これを切り捨てるものとする。 

  ２ 伊勢崎市赤堀芸術文化プラザ 

時間区分

 

 

利用区分 

午前 午後 夜間 全日 

午前９時から

正午まで 

午後１時から

午後５時まで 

午後６時から

午後１０時ま 

で 

午前９時から

午後１０時ま 

で 

ホー

ル 

平日 ６，２８０円 ８，３８０円 １０，４７０

円

２０，９５０

円

休日等 ７，３３０円 ９，４２０円 １１，５２０

円

２４，０９０

円

舞台

のみ 

平日 １，０４０円 ２，０９０円 ２，０９０円 ４，１９０円

休日等 １，５７０円 ３，１４０円 ３，１４０円 ６，２８０円

展示コーナー ８３０円 １，２５０円 １，２５０円 ３，１４０円

附属設備 規則で定める額 

注  

１ 利用者が、本市の区域内に住所を有しない者又は本市の区域内に本 

社（店）、支社（店）及び営業所がない法人については、利用料金 

 （附属設備を除く。以下同じ。）の１００分の３０を加算した額とす 



る。 

２ 利用者が入場料を徴収する場合の利用料金は、次に掲げる率を乗じ

て得た額を加算した額とする。 

 ⑴  入場料 ５００円を超え１，０００円以下 １００分の５０ 

⑵  入場料 １，０００円を超え３，０００円以下 １００分の１０ 

  ０ 

⑶  入場料 ３，０００円を超えるとき １００分の２００ 

３ 展示コーナーの利用者が営利を目的として、その本来の業務並びに

商品等の展示販売及び宣伝を行う場合は、利用料金の１００分の５０

を加算した額とする。 

４ 利用者が利用時間を超過して施設等を利用した場合の利用料金は、

超過時間１時間（１時間未満は、１時間とみなす。）につき超過して

利用する時間区分の利用料金の１００分の５０を加算した額とする。 

５ 前各項に規定する利用料金の額に１０円未満の端数が生じたとき

は、これを切り捨てるものとする。 

３ 伊勢崎市境総合文化センター 

⑴ 大ホール及び小ホール 

 時間区分 

 

 

 

 

 

利用区分 

午前 午後 夜間 午前・

午後 

午後・

夜間 

全日 

午前９

時から

正午ま

で 

午後１

時から

午後５

時まで 

午後６

時から

午後１

０時ま

で 

午前９

時から

午後５

時まで 

午後１

時から

午後１

０時ま

で 

午前９

時から

午後１

０時ま

で 

大

ホ

ー 

ル 

平日 入場料が無料

の場合 

１２，

５７０

円

１８，

８５０

円

２５，

１４０

円

２８，

２８０

円 

３９，

６００

円

５０，

９１０

円

  



入場料が１，

０００円以下

の場合 

１５，

７１０

円

２３，

５７０

円

３１，

４２０

円

３５，

３５０ 

円 

４９，

５００

円

６３，

６４０

円

入場料が１，

００１円以上 

２０，

９５０

３１，

４２０

４１，

９００

４７，

１４０ 

６６，

０００

８４，

８５０

  ３，０００円

以下の場合 

円 円 円 円 円 円

入場料が３，

００１円以上

の場合 

２６，

１９０

円

３９，

２８０

円

５２，

３８０

円

５８，

９２０

円 

８２，

５００

円

１０

６，０

７０円

休 日

等 

入場料が無料

の場合 

１５，

７１０

円

２３，

５７０

円

３１，

４２０

円

３５，

３５０ 

円 

４９，

５００

円

６３，

６４０

円

入場料が１，

０００円以下

の場合 

１８，

８

５０円

２８，

２８０

円

３７，

７

１０円

４２， 

４２０

円 

５９，

４００

円

７６，

３７０

円

入場料が１，

００１円以上

３，０００円

以下の場合 

２５，

１４０

円

３７，

７１０

円

５０，

２８０

円

５６，

５７０

円 

７９，

２００

円

１０

１，８

２０円

入場料が３，

００１円以上

の場合 

３１，

４２０

円

４７，

１４０

円

６２，

８５０

円

７０，

７１０ 

円 

９９，

０００

円

１２

７，２

８０円

小

ホ

ー

ル 

平日 入場料が無料

の場合 

３，１

４０円

４，７

１０円

６，２

８０円

７，０ 

７０円 

９，９

００円

１２，

７２０

円

休 日

等 

入場料が無料

の場合 

５，２

３０円

７，８

５０円

１０，

４

７０円

１１，

７ 

８０円 

１６，

５

００円

２１，

２

１０円



  

附属設備 規則で定める額 

注 

１ 利用者が営利を目的として、その本来の業務並びに商品等の展示販

売及び宣伝を行う場合は、利用料金（附属設備を除く。以下同じ。）

の１００分の５０を加算した額とする。 

２ 小ホールを利用し、入場料を徴収する場合には利用料金の１００分

の５０を加算した額とする。 

３ 舞台のみの利用についての利用料金は、料金区分「入場料が無料の

場合」の１００分の５０の額とする。 

４ 利用者が本市の区域内に住所を有しない者又は本市の区域内に本社

（店）、支社（店）及び営業所がない法人については、利用料金の１

００分の３０を加算した額とする。 

５ 利用者が利用時間を超過して施設等を利用した場合の利用料金は、

超過時間１時間（１時間未満は、１時間とみなす。）につき超過して

利用する時間区分の利用料金の１００分の５０を加算した額とする。 

６ 前各項に規定する利用料金の額に１０円未満の端数が生じたとき

は、これを切り捨てるものとする。 

   ⑵ 一般展示室及び展示ロビー 

時間区分 

 

利用区分 

午前 午後 夜間 

午前９時から正

午まで 

午後１時から午

後５時まで 

午後６時から午

後１０時まで 

一般展示室 平日 ５２０円 ５２０円 ５２０円

休日等 ５２０円 ５２０円 ５２０円

展示ロビー 平日 ７３０円 ７３０円 ７３０円

休日等 ７３０円 ７３０円 ７３０円

附属設備 規則で定める額 

注 

１ 利用者が入場料を徴収する場合には、利用料金（附属設備を除く。 



以下同じ。）の１００分の５０を加算した額とする。 

２ 利用者が営利を目的として、その本来の業務並びに商品等の展示販

売及び宣伝を行う場合は、利用料金の１００分の５０を加算した額と

する。 

３ 利用者が本市の区域内に住所を有しない者又は本市の区域内に本社

（店）、支社（店）及び営業所がない法人については、利用料金の１ 

００分の３０を加算した額とする。 

 ４ 利用者が利用時間を超過して施設等を利用した場合の利用料金は、

超過時間１時間（１時間未満は、１時間とみなす。）につき超過して

利用する時間区分の利用料金の１００分の５０を加算した額とする。 

５ 前各項に規定する利用料金の額に１０円未満の端数が生じたとき

は、これを切り捨てるものとする。 

⑶ 会議室、和室等 

時間区分 

 

 

利用区分 

午前 午後 夜間 

午前９時から 

正午まで 

午後１時から 

午後５時まで 

午後６時から 

午後１０時ま

で 

大会議室 平日 １，０４０円 １，０４０円 １，２５０円

第１中会議室 平日 ８３０円 ８３０円 ９９０円

第２中会議室 平日 ８３０円 ８３０円 ９９０円

第１小会議室 平日 ５２０円 ５２０円 ６２０円

第２小会議室 平日 ５２０円 ５２０円 ６２０円

第１和室 平日 １，０４０円 １，０４０円 １，２５０円

第２和室 平日 １，０４０円 １，０４０円 １，２５０円

茶室 平日 １，０４０円 １，０４０円 １，２５０円

工作実習室 平日 １，０４０円 １，０４０円 １，２５０円

絵画創作室 平日 １，０４０円 １，０４０円 １，２５０円



 

平日 会議等に

利用する

場合 

５２０円 ５２０円 ６２０円

音楽室 平日 １，５７０円 １，５７０円 １，８８０円

附属設備 規則で定める額 

注 

 １ 休日等の利用料金（附属設備を除く。以下同じ。）は、１００分の 

１０を加算した額とする。 

 ２ 利用者が営利を目的として、その本来の業務並びに商品等の展示販

売及び宣伝を行う場合は、利用料金の１００分の５０を加算した額と

する。 

３ 利用者が本市の区域内に住所を有しない者又は本市の区域内に本社

（店）、支社（店）及び営業所がない法人については、利用料金の１

００分の３０を加算した額とする。 

４ 利用者が利用時間を超過して施設等を利用した場合の利用料金は、

超過時間１時間（１時間未満は、１時間とみなす。）につき超過して

利用する時間区分の利用料金の１００分の５０を加算した額とする。 

 ５ 前各項に規定する利用料金の額に１０円未満の端数が生じたとき

は、これを切り捨てるものとする。 

  備考 

１ 休日等とは、土曜日、日曜日及び国民の祝日に関する法律に規定す

る休日をいい、平日とは、休日等以外の日をいう。 

２ 入場料とは、入場料、会費、会場整理費その他名称のいかんにかか

わらず、催物１回について入場者が支払う対価をいい、入場料の金額

が異なる場合はその最高額をもって入場料とし、商品の売上高により

招待券を発行するものその他これに類するものは、入場料を徴収した

ものとみなす。 

３ 利用料金の額には、消費税相当額を含む。 

（伊勢崎市特定地域生活排水処理事業による戸別浄化槽の整備に関する条例



の一部改正） 

第３２条 伊勢崎市特定地域生活排水処理事業による戸別浄化槽の整備に関す

る条例（平成２２年伊勢崎市条例第２０号）の一部を次のように改正する。 

  第２４条中「１００分の１０８」を「１００分の１１０」に改める。 

（伊勢崎市職業支援センターいせさき条例の一部改正） 

第３３条 伊勢崎市職業支援センターいせさき条例（平成２３年伊勢崎市条例

第１４号）の一部を次のように改正する。 

  別表中「２，９１０円」を「２，９６０円」に、「４，３６０円」を「４，

４４０円」に、「５，８２０円」を「５，９２０円」に、「１１，６４０円」

を「１１，８５０円」に、「８６０円」を「８８０円」に、「１，２９０円」

を「１，３２０円」に、「１，７２０円」を「１，７６０円」に、「３，４５

０円」を「３，５２０円」に、「７５０円」を「７６０円」に、「１，１２０

円」を「１，１４０円」に、「１，５００円」を「１，５２０円」に、「３，

０００円」を「３，０５０円」に、「２，５９０円」を「２，６４０円」に、

「３，３４０円」を「３，４００円」に、「４，１００円」を「４，１８０

円」に、「７，１２０円」を「７，２６０円」に、「３，５５０円」を「３，

６２０円」に、「５，３３０円」を「５，４３０円」に、「７，１１０円」を

「７，２４０円」に、「１４，２３０円」を「１４，４９０円」に改める。 

（伊勢崎市地域交流センター赤石楽舎条例の一部改正） 

第３４条 伊勢崎市地域交流センター赤石楽舎条例（平成２５年伊勢崎市条例

第４１号）の一部を次のように改正する。 

  別表中「４８０円」を「４９０円」に、「５５０円」を「５６０円」に、

「１，５１０円」を「１，５４０円」に、「７１０円」を「７３０円」に、

「８２０円」を「８３０円」に、「２，２４０円」を「２，２９０円」に、

「６３０円」を「６５０円」に、「１，７３０円」を「１，７７０円」に、

「２７０円」を「２８０円」に、「３１０円」を「３２０円」に、「８５０円」

を「８８０円」に、「３４０円」を「３５０円」に、「９４０円」を「９５０

円」に、「５８０円」を「５９０円」に、「６６０円」を「６７０円」に、

「１，８２０円」を「１，８５０円」に、「６９０円」を「７００円」に、

「７９０円」を「８００円」に、「２，１７０円」を「２，２００円」に、



「４，９６０円」を「５，０５０円」に、「５，６７０円」を「５，７７０

円」に、「１５，５９０円」を「１５，８７０円」に改める。 

 （伊勢崎市障害者センター条例の一部改正） 

第３５条 伊勢崎市障害者センター条例（平成２８年伊勢崎市条例第５１号）

の一部を次のように改正する。 

  別表中「５００円」を「５２０円」に、「６１０円」を「６３０円」に、

「１，４７０円」を「１，５１０円」に、「２５０円」を「２７０円」に、

「３１０円」を「３２０円」に、「７５０円」を「７８０円」に、「１２０円」

を「１３０円」に、「３６０円」を「３８０円」に、「３７０円」を「３９０

円」に、「４６０円」を「４７０円」に、「１，１１０円」を「１，１３０円」

に、「１６０円」を「１７０円」に、「３９０円」を「４１０円」に、「７４

０円」を「７６０円」に、「１，７９０円」を「１，８２０円」に、「５２０

円」を「５４０円」に、「６３０円」を「６５０円」に、「１，５３０円」を

「１，５６０円」に改める。 

（伊勢崎市境赤レンガ倉庫条例の一部改正） 

第３６条 伊勢崎市境赤レンガ倉庫条例（平成２９年伊勢崎市条例第３９号）

の一部を次のように改正する。 

  別表中「１，９５０円」を「１，９８０円」に、「２，６００円」を「２，

６４０円」に、「２，７３０円」を「２，７８０円」に、「４，５５０円」を

「４，６３０円」に、「５，３３０円」を「５，４２０円」に、「７，２８０

円」を「７，４１０円」に、「２，９２０円」を「２，９７０円」に、「３，

９００円」を「３，９７０円」に、「４，０９０円」を「４，１６０円」に、

「６，８２０円」を「６，９４０円」に、「７，９９０円」を「８，１３０

円」に、「１０，９１０円」を「１１，１１０円」に、「５，２００円」を

「５，２９０円」に、「５，４６０円」を「５，５６０円」に、「９，１００

円」を「９，２６０円」に、「１０，６６０円」を「１０，８５０円」に、

「１４，５６０円」を「１４，８２０円」に、「１，３５０円」を「１，３

７０円」に、「１，８００円」を「１，８３０円」に、「２，０３０円」を

「２，０６０円」に、「３，１５０円」を「３，２００円」に、「３，８３０

円」を「３，９００円」に、「５，１８０円」を「５，２７０円」に、「２，



０２０円」を「２，０５０円」に、「２，７００円」を「２，７５０円」に、

「３，０４０円」を「３，０９０円」に、「４，７２０円」を「４，８００

円」に、「５，７４０円」を「５，８４０円」に、「７，７６０円」を「７，

９００円」に、「３，６００円」を「３，６６０円」に、「４，０６０円」を

「４，１３０円」に、「６，３００円」を「６，４１０円」に、「７，６６０

円」を「７，８００円」に、「１０，３６０円」を「１０，５５０円」に改

める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 （使用料及び利用料金に係る経過措置） 

２ この条例の施行の日（以下「施行日」という。）の前日までに許可を得て

いる施行日以後の使用若しくは利用に係る使用料又は利用に係る利用料金の

額については、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

３ 施行日の前日までの搬入に係る産業廃棄物の処理に要する費用については、

なお従前の例による。 

 （伊勢崎市自転車等の放置防止に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

４ 施行日の前日までに保管場所に移動した自転車等に係る費用の額について

は、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市道路占用料徴収条例の一部改正に伴う経過措置） 

５ 施行日の前日までに許可を得ている施行日以後の占用に係る占用料の額に

ついては、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市下水道条例の一部改正に伴う経過措置） 

６ 施行日前から施行日以後に引き続く公共下水道使用者の令和元年１０月及

び１１月検針分の排除使用料の額については、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市給水条例の一部改正に伴う経過措置） 

７ 施行日前から施行日以後に引き続く水道使用者の令和元年１０月及び１１

月検針分の使用水量に係る水道料金の額については、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市民病院使用料及び手数料条例の一部改正に伴う経過措置） 



８ 改正後の伊勢崎市民病院使用料及び手数料条例第２条、別表第１、別表第

１の２及び別表第３の規定は、施行日以後の診療又は使用に係る使用料から

適用し、同日前の診療又は使用に係る使用料については、なお従前の例によ

る。 

９ 施行日の前日までに申請をした診断書等の作成に係る手数料の額について

は、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市訪問看護事業の設置等に関する条例の一部改正に伴う経過措置） 

１０ 改正後の伊勢崎市訪問看護事業の設置等に関する条例の規定は、施行日

以後の利用に係る利用料について適用し、同日前の利用に係る利用料につい

ては、なお従前の例による。 

 （伊勢崎市特定地域生活排水処理事業による戸別浄化槽の整備に関する条例

の一部改正に伴う経過措置） 

１１ 施行日前から施行日以後に引き続く戸別浄化槽使用者の令和元年１０月

検針分の戸別浄化槽使用料の額については、なお従前の例による。 

 

 

 

伊勢崎市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

伊勢崎市条例第５号 

伊勢崎市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例 

伊勢崎市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例（平成

２６年伊勢崎市条例第３３号）の一部を次のように改正する。 

第７条第２項中「適用しないことができる」を「適用しないこととすること

ができる」に改め、同条に次の２項を加える。 



４ 市長は、家庭的保育事業者等による第１項第３号に掲げる事項に係る連携

施設の確保が著しく困難であると認めるときは、同号の規定を適用しないこ

ととすることができる。 

５ 前項の場合において、家庭的保育事業者等は、法第５９条第１項に規定す

る施設のうち、次に掲げるもの（入所定員が２０人以上のものに限る。）で

あって、市長が適当と認めるものを第１項第３号に掲げる事項に係る連携協

力を行う者として適切に確保しなければならない。 

⑴ 子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６５号）第５９条の２第１項

の規定による助成を受けている者の設置する施設（法第６条の３第１２項

に規定する業務を目的とするものに限る。） 

⑵ 法第６条の３第１２項及び第３９条第１項に規定する業務を目的とする

施設であって、法第６条の３第９項第１号に規定する保育を必要とする乳

児・幼児の保育を行うことに要する費用に係る地方公共団体の補助を受け

ているもの 

第１７条第２項第３号中「、乳幼児」を「、利用乳幼児」に改め、「。附則

第３項において同じ」を削る。 

第３８条第２号中「（平成２４年法律第６５号）」を削る。 

第４６条に次の１項を加える。 

２ 保育所型事業所内保育事業を行う者のうち、法第６条の３第１２項第２号

に規定する事業を行うものであって、市長が適当と認めるもの（附則第４項

において「特例保育所型事業所内保育事業者」という。）については、第７

条第１項の規定にかかわらず、連携施設の確保をしないことができる。 

附則第３項中「（第２３条に規定する家庭的保育事業を行う場所において実

施されるものに限る。）」を削る。 

附則第４項中「事業者等」の次に「（特例保育所型事業所内保育事業者を除

く。）」を加え、「５年」を「１０年」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 



伊勢崎市特別業務地区内の建築物等の制限に関する条例の一部を改正する条

例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

伊勢崎市条例第６号 

伊勢崎市特別業務地区内の建築物等の制限に関する条例の一部を改正す

る条例 

伊勢崎市特別業務地区内の建築物等の制限に関する条例（平成１７年伊勢崎

市条例第１７３号）の一部を次のように改正する。 

第４条第１項第８号中「梱包」を「梱
こん

包」に改め、同条第４項中「及び第１

６項」を「、第１６項第１号及び第１７項」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 

伊勢崎市消防事務手数料条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

伊勢崎市条例第７号 

   伊勢崎市消防事務手数料条例の一部を改正する条例 

伊勢崎市消防事務手数料条例（平成１７年伊勢崎市条例第１９６号）の一部

を次のように改正する。 

別表中「１，５８０，０００円」を「１，５９０，０００円」に、「１，９

４０，０００円」を「１，９５０，０００円」に、「２，２６０，０００円」

を「２，２７０，０００円」に改める。 



附 則 

この条例は、令和元年１０月１日から施行する。 

 

 

 

伊勢崎市火災予防条例の一部を改正する条例をここに公布する。 

  令和元年７月３日 

 

伊勢崎市長 五十嵐 清 隆 

 

伊勢崎市条例第８号 

伊勢崎市火災予防条例の一部を改正する条例 

伊勢崎市火災予防条例（平成１７年伊勢崎市条例第１９７号）の一部を次の

ように改正する。 

第２９条の５第１号中「作動時間が６０秒以内」を「種別が１種」に改め、

同条中第６号を第７号とし、第５号の次に次の１号を加える。 

⑹ 第２９条の３第１項各号又は前条第１項に掲げる住宅の部分に特定小規

模施設用自動火災報知設備を特定小規模施設における必要とされる防火安

全性能を有する消防の用に供する設備等に関する省令（平成２０年総務省

令第１５６号）第３条第２項及び第３項に定める技術上の基準に従い、又

は当該技術上の基準の例により設置したとき。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

 

 

 


